
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

駛馬地区公民館だより 
 

秋号 
発 行 令和７年１０月 

       駛馬地区公民館 

 

２０２６年度（令和８年度）が、始まりました。寒さもやわらぎ過ごしやすい時期ですが、 

あっという間に昨年のように暑い暑い夏が来るのではと心配しています。公民館も新体制

になりました。駛馬地区公民館では、これから楽しい行事や講座を開催しますので、皆様のご来
館をお待ちしております。 

 

〈家庭教育支援事業〉 

「幼児期の子育て講座」 

★１月２４日・３１日・２月７日  

全３回実施。子育ての不安を

和らげ必要な知識を学び、親

子の触れ合いを深めるため、

大学教授による講話とおはな

しの森による読み聞かせをし

ました。 
 

〈成人事業〉 

「大牟田歴史探訪」 
 
★２月１日・１４日全２回実施。 

大学教授であり歴史小説家による

「立花直次とその子孫たちの三池」

について講演。はやめ郷土の会に

よる「駛馬小学校の変遷」について

学習発表をしました。 

 

 

 

 

 

 

★と き 5/2 

駛馬地区公民館だより 
 

春号 
発 行 令和８年４月 

       駛馬地区公民館 

 

事 業 実 施 報 告  

なの花まつり主催：なの花まつり実行委員会 
３月１４日（土）９：００～１２：００、駛馬地区公民館周辺で開催しました。 

ジャー坊とのふれあい。体験コーナーでは、押し花でしおりづくり、むかし

遊び、諏訪川の生き物と遊ぼう、バルーンアート、郷土クイズ、カヌー乗

船。展示コーナーでは、駛馬小学校、宮原中学校、生き物写真、押し花

額、大牟田市環境保全課のパネル展示。バザーコーナーでは、わたがし、

スーパーボールすくい、飲み物販売。最後には、〇×クイズをおこない賞

品のお菓子詰め合わせをこどもたちは喜んで持って帰りました。 

〈子ども交流体験事業〉 

「はじめてのブレイキン」 

★２月１４日・２１日・２８日 

全３回実施。ブレイクダンスに

触れるきっかけづくりとして開催

しましたが、参加者が少人数だ

ったこともあり予想以上に上達

しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

★と き 5/2 

プレイホール裏のカヌ

ー倉庫前に法面階段

が完成しました。カヌー

運搬や地域の方の移

動が安全にできるよう

になります。 

 
 



 

鳥口主事 ・ 永吉主事 

 
 
〇野田 昭博主事                         〇藤好 赴季子主事 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【問合せ】 駛馬地区公民館  

〒836-0086 大牟田市馬込町 1-20-1電話：57-5443 FAX：57-5444 
E-mail:e-hayame01@city.omuta.fukuoka.jp 
開館時間 9時～21時 30分(日曜日は 17時まで) 
※毎月、第１月曜日は休館日です。 

 

今後の講座等予定 

【カヌーボランティア活動支援事業】 

カヌーサポーター養成講座 

◇と き  ５月２３日（土）１３:００～１７:１０ 

◇予備日 ５月３０日（土）１３:００～１７:１０ 

◇ところ  諏訪川 ・ 駛馬地区公民館プレイホール 

【地域 SDGs/ESD 推進事業】 

駛馬校区防災訓練 
（地域防災力アップ講座） 

駛馬校区まちづくり協議会共催 

◇と き ５月３１日（土）８:３０～１０:３０ 

◇ところ 駛馬地区公民館 プレイホール 

 

公民館での初めての

仕事を通じて、たくさんの

貴重な経験を積むことが

でき、楽しく過ごすことが

できました。２年間いろい

ろとお世話になり、ありが

とうございました。 

初めての異動に緊張と不

安のなか、皆さんに温かく

迎えて頂きとても嬉しかった

です。これまでのたくさんの

出会いや優しさに感謝の気

持ちでいっぱいです。本当

にありがとうございました。 

駛馬・勝立地域包括支援センター 
 

ご高齢の方の介護や生活での困りごと 

など、お気軽にご相談ください。 

        電話：０９４４－４１－２０２０ 新たに２名の公民館

主事を迎えました。

鳥口主事は、公民

館の仕事は初めて

です。 

永吉主事は、勝立

地区公民館から異

動してきました。よろ

しくお願いします。 

新任公民館職員紹介 

公民館職員退職者 


